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鋼では青熱脆性による寿命の短縮が大となり(平均温度350 0 C のJ~合) , 18-8 鋼においても炭化物




第 1-- 4 章は熱疲労寿命(N) に及ぼす塑性歪~Jffi (Jεp) の影響を究明したものである。 Coffin の実験
式と同様に NkJep=C (κ， C は定数)……(1) の関係が得られたが，定数 κ は材質， Sf~均祖度および上
限祖度保持時間などにより異なった値を示し，また定数 κ と C には温度および熱応力の影響が合ま
れていることが判明した。
第 1-5 章は第 1 編の結論である。熱疲労挙動は温度および熱歪の繰返しによる歪硬化とその同復
および高温における酸化を合成した挙動を示し， 寿命 (N) と塑性歪幅 (Jep) との間には(1)式の関
係が認められ定歪疲労と類似した挙動を示す場合もあるが，乙れらの定数には温度と応力の影響が含
まれていて，熱疲労挙動は定歪疲労と定応力疲労の中間の性質をもつことが明らかとなった。
i;j'~ 2 編は部材内の過渡的温度勾配によって生じる熱疲労に関して究明したもので 5 章よりなってい
る。

















増大し寿命 (No ・ 1) は温度差に比例して減少する。とれより過渡的混度勾配による熱疲労寿命は 1 サ
イクル中に試験片に生じる引張全歪と高温保持時間中の歪の減少量に関係する乙とが判明した。加熱
速度の影響ーの結果から過渡的出度勾配下の熱疲労は冷却中の引張全歪により最も大きい1[1傷を受け，
次いで河川保持fI ，Jõ問 '1 1 の歪の減少によって j[1傷を受ける乙とが明らかになった。また加熱速度の増加
により熱歪拘束率が大となり危裂成長速度は早くなる。高1~~保持問問を長くすると日iH保持H5問中の
illの減少最が大になり，またこのため引張全ill も哨{大して芳命 (NO . 1 ) は減少する口冷却を空冷で行











になる。熱疲労寿命 (NO . 1 ) と塑性?則自との聞には第 1 編の部材聞の温度差による熱疲労の結果と同
校に阿対数日感で直線関係が認められた。高?日保持時間が長くなると寿命が短縮するのは酸化のほか
に高温保持時間 '1 1 に引張応力が作用するためである。空冷 lこより塑性歪幅は水冷の約50必程度になる
が寿命 (NO . 1 ) は約30必科度しか増加しない口とれば空冷の場合でも高温保持時間中に引張応力が作
用することと，冷却過程中を通じて引張応力が作用しているためである。
第 2-5 章は第 2 編の結論である白過渡的温度勾配による熱疲労挙動も第 1 編の部材聞の温度去に

















における酸化との合成効果であることを見出し，熱疲労寿命 (N) と塑性歪幅(ムêp) との聞には








方法などの影響を 18-8 鋼と 13 Cr 鋼について実験的に解明し，第 1 編における部材聞の温度差によ
る熱疲労挙動と比較検討している。
その結果，横断面の温度勾配による熱疲労挙動も部材問の温度差による熱疲労挙動と同様に，同一
加熱冷却条件の下では寿命と塑性歪幅との聞に両対数日盛で直線的関係がみられるが，熱サイクル条
件が異なれば熱応力および酸化などの影響のあることを明らかにするとともに横断面の温度勾配によ
る熱疲労では，高温保持時間中に引張応力が作用し，この影響が高温保持時間，加熱速度および冷却
方法などで異なってくること，熱疲労過程には亀裂の発生と成長の過程があり，亀裂成長速度は熱サ
イクノレ速度および熱歪拘束率に影響される乙とおよび熱歪拘束率が 1 サイクル中で大きく変動すると
となどが部材聞の温度差による熱疲労挙動と異なることを見出している口
松t;5は本研究の結果を要約したものである。
本論文は鉄鋼材料の熱疲労損傷の多くが部材の横断面における温度勾配によって生じているにもか
かわらず，未解明の状態におかれていたのを綿密な基礎的研究によってこれを解明するとともに部材
聞の温度差による熱疲労挙動をも追究し，両者を比較検討してこの方面における学術上の進歩に新ら
しい幾多の知見を与えた。これは学術上はもちろん工業上に貢献すると乙ろ大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める口
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